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養護教諭のアイ デンテイ テイ

岸 本 久美子 片 桐

(豊岡高等学校) 

変容過程と人生における意味

亞 希 辻 河 昌 登

(兵 庫 教 育 大 学) 

本研究は, 退職養護教論へのライ フス ト ーリ ー ・ イ ンタ ビューを通して , 養護教諭が他者との関係性のなかで , 自身のア

イ デンテイテイ様態をどのよう に変容させ, その変容が人生にどのよう な意味をもつよう になるのかについて、 ナラテイウ ・ 

アプローチの枠組みを用い明らかにすること を目的と した。 半構造化面接で得られた語り を分析した結果, 時代の変遷とと

もに役割が変化してきた養護教諭は, 対象者の視点から自身の役割をその都度変化させながら , アイデンテイテイ再構築の

プロセスを経験しているこ とがうかがわれた。 また養護教論には, 相手に柔軟に寄り添う力と , 全体を俯瞰しその相手の状

態に合わせ役割を変えていく しなやかさ , そして逞しい調整力を併せ持つこ とが重要であるこ とが明らかになった。 さらに, 

このよう にして相手の成長を支援するかかわり (養護性) を実践していく なかで , 養護教諭のアイデンテイテイが成熟して

いく ことが示唆された。
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“Yogo” Teachers : The Process of Changing Identities 
and How Life is Affected 
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Aki Katagiri and Masato Tsujikawa 
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The purpose of this study is to clari fy how the identities of retired “yogo” teachers have been affected due to many years of 

experience and emotion. In addition, how have these changes -i f any- affected their lives and relationships with others. The stud- 

ied li fe stories were acquired by hal f-structure interview then analyzed through the framework of a narrative approach.

The result obtained was as follows :

(1) “Yogo” teachers have adapted their roles to conform with the changing times and environment. In doing so, an element of 

identity re-creation occured.

(2) It is important for “yogo” teachers to be capable of flexibility. They must be able to view 'the whole' objectively and adjust 

to individuals according to the given situation and their needs. It is hypothesized that as “yogo” teachers flit between vary-

ing roles of support, they experience a development in their personalities. 
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1 . 問題と目的
近年, 社会環境や生活環境の目まぐるしい変化により , 

教育現場では, 子どもの心身に関する様々な健康課題が
顕在化し , 多様な対応が要求されている。 養護教諭の果
たす役割もそう した時代のニーズと共に変化している。 

しかし , 養護教諭の職務内容や学校内での位置づけが明
確にされたかといえば, 決してそう ではない。 たとえば, 
2012年 2 月の全国養護教論連絡協議会において, 「時代
の変化に対応した養護教諭の役割を追求する」 といった

テーマが掲げられるよう に, 養護教諭は職業的役割を模
索し続けている状況にある。

平成21 年学校保健法が一 部改正され, 健康相談のすす
め方や保健指導の重要性が周知された。 職務内容につい

ては, 相談活動やそれに伴う他教師との連携の比重が増
え , 養護教諭には, 受動的な寄り添う姿勢のみではない
能動的な姿勢が求められるよう になった。 こ こでいう相

談活動は, 子どもが抱える心身の問題の発見 ・ 援助とア
セスメ ン ト , カウンセリ ング, 教師や保護者のコ ンサル

テーシ ョ ンと幅広い。 また養護教諭は , スクールカウン
セラーと学校, ないし他の援助資源とのコー デイネー シ ヨ
ンという重要な役割も果たすと される。 なかでも健康相

談は, 子どもの内面との人間的交流を図る意味で重要な
職務である。 そこでは, 技法的要素より も , それを根底
で支えている養護教諭自身の生き方や, 人格をも含めた
人間的力量と もいうべき教育力量が求められている。 こ

のよう に非常に難しい職務であるにもかかわらず, 一般
には評価されにく いのが現状である。 その中で養護教論

はさまざまな思いを抱きながら対応している。

ところで岡本 (2008) は, “女性の人生は, 「個と し
ての自分」 と 「他者とのかかわりの中での自分」 のはざ

まで揺れるこ と が多い” と し てい る。 ま た , やまだ
(2000) は, “個人の生涯発達をみるには , 発達をその
個人の自我の確立や個人の一生に閉じるのではなく , 個
人を越えて拡大する他者との関係性の広がり と しての社

会文脈と , 次世代を育み引き継いでいく 歴史的文脈の両
方を視野に入れた , ライ フサイ クルという大きいパー ス

ペクテイウ'が必要” と述べている。
歴史に鑑みて職業婦人である養護教諭は, 今も多 く が

女性である。 さ らに養護教諭は, 生命にかかわる重要な
事象も独りで判断 ・ 行動 ・ 実践し , その結果を引き受け, 
省察を繰り返してきた。 そう した職業生活において, 個々
の養護教諭のなかに, 自分をとり ま く様々な環境の変化
に伴い , アイデンテイテイのゆらぎが生じるこ とは避け
られない。 このゆらぎを理解するためには, 他者との関
係性のなかで多様な役割が複雑に絡みあう過程を精査す

るこ とが求められるであろう 。

養護教諭のアイデンテイテイについて田澤 (2005) は, 
“自分の役割を自在に転換させ, 生徒のニーズに即した

対応を柔軟に変化させる「何でも屋」であった” と述べて

いる。 さらに田澤は, 養護教論のアイ デンテイテイ変容
の様態について , “時代の変遷するなかで実践を営み, 
対人援助に熟達するにつれて養護教論のアイデンテイテイ

が変化していく ” と述べている。 筆者は, 他者との関係
性のなかで漸進的に変容していく 養護教諭のアイデンテイ

テイについて, 自らも当事者の一人と して関心をもった。 
養成課程など養護教論個々の背景に違いもあり , この
「何でも屋」 と も称される養護教諭のアイ デンテイテイ

は, 教諭それぞれの経験に応じた多様性が想定される。 
よってその変容過程も , 個と しての私的な生活も含めて
全体的に描き出す必要があるだろう。

そこで本研究では, 変遷する時代と共に多様な役割を
担ってきた退職養護教諭にイ ンタ ビューを実施した。 そ

こで得られた語りから , 一人の人間のライ フサイ クルに
即し , いかなる苦労をし , 工夫をしてきたのかといった
経験を再構成するこ とによって, 質問紙や観察では到達
しえない 『意味』 の世界に接近できるのではないかと考

えた。 そしてそのなかから , 養護教諭がアイデンテイテイ
を構築していく ために, どのよう な変容過程を経験して
きたかについて, 心理臨床学的に捉えるこ と を目的と し
た。 さ らにこの研究により , 養護教論をはじめスクール

カウンセラーや地域の臨床心理士 ・ 保健師など少数派の

対人援助職者にと って, 主体的な生き方を見出すための
ひとつのモデルを提示できるのではないかと考えている。 

2 . 方法
(1) 研究協力者 : 退職後, 5 年以内の養護教論である A 
さんを対象と した。 A さんと面接者は, 同じ B県の養護
教論研究会の会員であり , すでに面識があった。
(2) 調査期間 : x 年 5 月から 8 月であった。
(3) 手続き : 書面と口頭でイ ンフオームドコンセント と
同意の後, フェイスシートに家族関係や近況を記入して
もらい, 録音の承諾を得て 1 回60~ 90分程度の半構造化
面接によるライ フス ト ーリ ー ・ イ ンタ ビューを 2 回実施

した。 面接実施時期や場所については, A さんの希望に
あわせて喫茶店や A さんの自宅で行った。
(4) 質問内容 : 質問項目は, 竹下 (2003) の退職教員へ
のイ ンタ ビュー項目を参考にした。 そして , 実践に伴い
養護教論のアイ デンテイテイが変容していく 過程を , 私
的な生活を含め全体的に描き出すために筆者が必要と考

えた項目を加え , 以下の 9 項日を設定した。
①職業選択の動機, ②理想と現実のギヤツプ, ③特に印
象に残る出来事, ④人とのかかわりで印象に残っている
こ と , ⑤大切な人の存在の影響, ⑥コントロールできな
かったことや辛い時の支え, ⑦私的な時間の過ごし方, 
⑧職業を通して得たものがあると したら何か, ⑨これか
らの人生の過ごし方。 



(5) 面接者の属性 : A さんと同じ B県の養護教諭と し
て約29年の経験を持つ者であった。
(6) 分析方法 : ナラテイウ' ・ アプローチの分析の枠組み
を用い, 竹家 (2008) に倣い, 単語や文節ごとにコード
化せずに, プロ ト コルの数行分に対しての意味や現象に
対する説明概念を生成するこ と を試みた。 そして, 語り
手がどのよう な出来事を取り上げ, どのよう な言葉を使
い , どのよう に表現するのかに注目しながら経験の意味
について考察を深めていった。 具体的には以下のよう に

進めていった。

① 逐語化したデー タ一 を精読し , 全体と しての形を見
失わないよう に注意し , 全体の語りの流れをみた。
② 語られた順番, 特に聞き手と語り手の共同による継
起順序の流れをみた。

③ 語られた量と 「語りの種類」 に着目し , 語り手の人
生の 「鍵になる言葉」 を見出した。

④ 物語の筋に基づき , アイデンテイテイの変容に着目
した。

⑤ 評価や態度などの語りに注目し , 経験の意味づけを
分析した。

⑥ 養護教論のアイデンテイテイ変容過程を中心に, ラ
イ フスト ーリ ーを構成し解釈した。 そして人生におけ

る “養護教諭であるこ と” の意味を見出した。

⑦ 着任当初から時間軸に添って養護教諭のアイデンテイ

テイ変容過程を考察し , 個々人に特有のあるいは共通
の心理状態が見いだせるかを検討した。 

3 . 事例と考察
小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校と併せて39年の教職経験を
持つ A さんは, 現在, 実母, 長男夫婦, 孫 2 人と同居
している。 健康状態は普通で, 臨時講師やボラ ンティ ア
活動など積極的な対人交流の機会がある。 最近のスト レ

スには, 「養護教諭を退職したこ と」 と記している。 ま
た , A さんから自発的な記入はないが, イ ンタ ビューの
なかで , 夫が退職前に逝去したこ と を語った。
A さんの語りは, 面接者との対話による相互交流を経
て , 面接者に伝えたい言葉を , 模索しながら生成された
ため, 直線的あるいは時系列的なものではない。 そのた
め, 提示したスクリ プト内の 「語り」 には文法上の修正
を加えず, 秩序化も施していないこ と をお断りする。 
なお , 以下の記述において , 面接者 (イ ンタ ビユアー) 

の語り を< > で表記する。 また語りについて, [囲み] は, 
鍵になる言葉を, 下線は, 印象に残る言葉を表している。 
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養護教論つて学校看護婦的なイ メ ージがあったんで

すね。 < ええ > だから , 進路も体育の先生と思ってた
んだけども , 一旦自分が保健室に入ると , 子どもの心
という のかな , 教育って心の教育
ものに何か惹かれるものがあって

身体の教育という

あのう それがどん

どん深まってきた一 (略)一看護師の資格がなかったの
で, 大きな怪我をした子供が来た時はどう しよ, けど
それを私はできないつてこ と をみせられないから , 日
ごろから自分なり にいろんな自己研鑽ではなし んだけ

ども , あの救急処置に対する知識を自分で努力したと
思う んですね, でも実際 はありました。 年と共

に解消しましたけれども一 (略)一それとね, 個人の開
業医のところにお手伝いに行きました。 (略) そう

そう そしたら自然と自信も出て来てね, -(略)一こう
したらいいんやという こ と を身につけてきたね。 < そ
れは何で行こ う と思われたんですか> やっぱし , 
(略)一この養護教諭なんも知らんなって思われとう な

んな。 

こ と と , 外してやるこ と と , 技術と心とね, -(略)- 
学校でも喘息の発作が起きたんや, ( 略) 0 0 ちゃ
ん今日帰ろいう て, 自転車の後ろに乗せて, -(略)- 
途中でね呼吸が止まりそう なときね, もう , 息しとい
てよ息しといてよていう , (略) イ可年かしてな く なっ
てお葬式いったけどね。 もう ヒヤリハツ トそれが, あっ
たね。 一 (略) 子どもがね, 喘鳴とね, ドク ドクがね, 
私の身体に伝わってく る。 これは養護教論にしかでき

(1 ) 養護教諭のアイデンテイテイ様態
初期 : 職業選択の動機 , 理想と現実のギヤツプの語り

A さんは本来, 体育教師志望であったが, 高校の担任
の先生に勧められて養護教論になった。 

いもん。 だから一 < なんか意地みたいなもの> そう そ
う 意地意地。 < 大事ですよね> 馬鹿にされたく ないも

A さんは, 養護教諭になって 「心の教育」 「身体の教
育」 に 「何か惹かれるもの」 を感じ , 関心が 「どんどん
深まっていった」。 他方, 養護教論に 「学校看護婦的な
イ メ ージ」 をも ちながら , 看護師の資格を持たない A 
さんには, 周囲から養護教諭と して認められるかどう か
という不安があった。 養護教諭が一人職場であることが, 
A さんを不安にさせていたのかも しれない。 そう した不
安は , 活動的な性格や負けん気の強さ を持っていた A 
さんの, 「できないつてこ と をみせられない」 「なんも知
らんなって思われと う ない」 「馬鹿にさ れた く ない」 と

いった 「意地」 によって乗り越えられていった。 A さん
は, 自分に繰り返し言い聞かせるよう に 「意地意地」 と
語っている。 この 「意地」 をエネルギー源と した A さ
んは, 医学的見識を得るなどの自己研鑽を積んでいった。 
自己研鑽を通じて, A さんには 「自然と自信も出てきて」 , 
「こう したらいいんやという こ と」 が身についた。

中期 : 変容の様態 : 印象に残る出来事の語り

小学校 1年生の子の一 (略)一気持ちを落ち着かせる

ない, 一般教諭には体験できないこ と一 ( 略) - こ れは
本当にもう死んだらあかんでという露骨な言葉が出て

きたね。 中学校ではね, (略) しぶしぶ私にね, お
父さんがな家にいる時は一緒に私が寝なあかんのやと , 
何ちゅう こ という んやという一 (略)一それはあかんこ
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とやお父さんという て , でもその時に頭ごなしにあか
んこ とやいう ても , 病んでる子にあかんこ とや言う た
らこ れはあかんと思って , 「そう かいなそんな辛い思
いしと ったんか」 と私も涙流して , どっちも女になっ
てしまってね, 性 ( さが) を感じたねその子とね。 そ
れから民生委員 さんとか, 学年主任にいって (略)

A さんが初めて勤務したのは小学校であった。 その経
験を語るなかで A さ んは , 応急処置などの医学的な知
識だけでなく , 子どもの不安を受けとめてい く 精神的な
関わり もまた重要であると実感していた。 そして, 死と
隣り合わせの子どもの身体から 「喘鳴」 「 ドク ドク」 が

「私の身体に伝わってく る」 と した。 こ う して A さんは, 
子どもを護るという養護教論の使命感を実感していつた。 

そう した A さんの願いや祈り を込めた言葉が, 「死んだ
らあかんで」 であったのであろう 。 養護教諭は, このよ
う に日常の執務のなかで , 「 ヒヤリハツト」 という危機
場面に遭遇し , 自ら判断した結果を繰り返し省察するな
かで , 次の判断を下すこ と を , 積み重ねてい く こ とが多
い。 A さんは, 咄口 に一人で考え判断していく重責感の
中にでも , やりがいを見出している。 その体験を自負 し
ているからこそ 「技術と心」 の必要性を表現し , 「養護
教論にしかできない」 と語った。

次に赴任した中学校で A さんは, 教師という 立場を
超えて, 子どもの気持ちに寄り添う必要性を実感してい
る。 語りからは, 性にまつわる相談の際に 「私も涙流し
て , どっちも女になってしまってね」 と相手に共感的に

寄り添う姿勢や, 「病んでる子にあかんこ とや言う たら
これはあかん」 と自らの立場を切り替えていく姿勢が読

み取れる。 A さんは, 「そう かいなそんな辛い思いしと っ

たんか」 と子どもに寄り添う よう に語りかけ , のちに子
どもの代弁者と して周囲に連携を求めていったのであろ

う o

A さんが次に赴任したのは高校であった。 

これはもう 養護教論という もんや無しにね, それこ

“あいまいな” 子が集まりやすく , そのことが保健室で
対応する事例の多様化を促進している。 そのなかで A 
さんも , 一人で何役もつとめながら , その時々で相手の
立場に柔軟に寄り添い, 子どもと大人の架け橋となる必
要な役割をこ な していつたのだろう 。 そんな状況を A 
さんは, 「自分の経験のないこ とばつかり」 と表現し , 
「子どもの心を大人が支えてやらないかん」 と語ってい

る。 そして , このよう に子どもに寄り添い動いた様子を
「人間と して」 の 「私の人生勉強」 と意味づけしたもの

と考えられる。

視点が変化していつた語り

保健室から教師と子どもの仲介役と して, 人間関係を
積極的に調整すべく働きかけているう ちに, 悩む教師の
姿に気づいていった。 そして , 子ども ・ 教師 ・ 親それぞ
れに寄り添いながら , コーディネート していく役割を担
い, 協働体制づく り を推進していつた。 -(略) 一講座を 0 0 に受けに行ってね, 勉強してき
たおかげで, 親に寄り添う という こと を教えてもろた。 
だから最初はこの親にしてこの子ありやとかね, 親の
考え方間違う と るとかね, この関係でこう なったの無
理ないわって最初の思いがあったけ どね。 あのう , 講
習受けてからね, 親にこ う寄り添って子どもを理解す
るという こ と を教えても らってね。 

親へのかかわり では , 当初 A さんは , 「この親にして
この子あり」 「親の考え方間違う とる」 「この関係でこう

なったの無理ない」 と親を責める指導から始めた。

しかし A さん自身の視点は, 講習を自主的に受講し
たこ とから , 親から離れた視点から , 「親に寄り添う」
という視点へと変化していた。 そしてそれは, 子どもを
理解するという実践に活きる視点であった。 A さんは, 
「最初の思い」 からのこのよう な変化を 「勉強を したお

かげで」 と語った。

後期 : 実感や手ごたえを感じる語り

最初は子どもだけ しか見えなかったのがね, 子ども
そ役者や女優やね, もう , 薬物もあり , アルコールも 変えよう と思 たら担任も変わらなあかんし 親も変

あり , たばこもあり , 男女関係もあり , 暴力もあり , 
万引きもあり , 命もあり , (略) 私自身も経験ない

こ とばつかり をね, 物凄い私の人生勉強という のかな , 

わらなあかんしという こ とで , 思いだけやったらあか
んからね

てきたね

やっぱし大人が変わってきたら本人も変わっ

それから く があったからでし よ う か, 
人間と してね, 生徒に教えてもらったね。 でもやっぱ
し子どもの心を大人が支えてやらないかんという こ と

を覚えたね。 

そう しよう と思われたんでしよう か> 担任が私に助け
sos がかかつてきて く そう か担任の先生もすごく 悩
んでいる> そう そう , - (略) 一最初それがね, お互
いに一緒に考えているう ちにね, こう しよ , あ一しよ 

高校で A さ んは , 問題行動の対応に追われるなか, 
子どもの本音を引き出す工夫を始めた。 教師である A 
さんは, 自分の価値観を捨て , 目の前の子どもの状態に, 
自らを柔軟に併せ対応していつた様子を 「役者や女優」

と表現し , ひとりの人間と してかかわり を持つていつた
のであろう。 山本 (1999) によれば, 養護教諭は “何で

も屋” であり , また保健室の “あいまいな” 機能ゆえに

と , あっやっぱり そう やったなつという のが, 次々と田 がありかけたから , 担任が変わらなあかん 
なっていう こ と をそして関わり過ぎたらあかんこ と , 
組織で動かなあかんこ と をね。 < なるほどね> そう い
う こ とで ごたえlがあった。 

A さんは, 一人で抱え込まず, 担任を通じて親カウン
セリ ングを開始した。 そのき っかけとなったのは , A さ



ん自身に, 担任や親が変わるこ とによって , 子どもが変
わる実感があったこ とだった。 幾度も失敗を繰り返し模

索するなかで , 組織で動く重要性に気づいたものと思わ
れる。 A さんはその過程を 「お互いに一緒に考えている
う ちに」 と語った。 そこには A さん自身の自己評価に
つながる自己受容する力と省察力, そして持ち前の行動
力などから得られた体験に基づく 「手ごたえ」 が統合さ

れ, さ らに行動を支えていったのであろう 。 また A さ
んは, 自ら動き方を調整し , 担任の成長を支援していつ
た。

受け皿が変化していく語り

私も年と共にいえるよう になつたんよ。 私ボラ ンティ

アで母子家庭の支援も してたからね, 困っているお母
さんに対して何かしらう ま く いえるよう な自分ができ

と ったんやろね , それがピ ッ タ シあってね, それがど
んどん広がってね, やっぱし親が変われば子供が変わっ
てきたという のも田 があったね。 必要に迫られて , -(略)一自分を変えていかないとね, 受け容れ
られなかった。 < 自分を変えていかないとというのは, 
自分がもっと も っとという許容一 > 自分のl受け」lilt に
しないと , こ んな禿げができたり , パチンコにはまっ
たり したもん, < なるほど> でも弱かったから , 自分
の子ども も思春期でね, ギヤツプがあるしね, でやっ
ぱり これ し、を せなあかんし、 毎日の仕事の

なかにね、 仲間もそう やった、 仲間に恵まれたね。 

今までの価値観や信念をも揺さぶられ, A さんは, 自
分を受け容れてい く ためにも , 「自分を変えていかない
と」 と感じ , 相手の状況に合わせて必要な支援を考えた
のだろう 。 その様子を A さ んは , 「それがピ ッ タ シあっ
て」 「 どんどん広がって」 と語っている。 一方で A さん
は, 事象の理解はできても , 自分の現状との 「ギヤツプ」
を感じ, 葛藤を繰り返していつた。 その身体化が 「禿げ」
であり , 行動化が 「パチンコ」 であったのだろう。 そう
せざるを得なかった状況を A さんは, 「弱かったから」
と し , 「心を大き く せなあかん」 と語った。 自身のより
成熟を願う気持ちを込めた表現と理解できる。

A さんが自分に重ね合せ保護者に寄り添 う語り

ここまで犠牲にしてるのにから , 私が好き放題して
何も成長してへんかったら , 何のために働いたん。 な
んかそういう意地があった。 意地がく あり ますね> 子
どもに寂しい思いさせた分だけは 何か身について私

がいつでもお返しできるこ と っていうのが先生, 強い
よ。 < ね~ う ん> それは言葉でゆってた娘にも , う ん。 
お母さんあんたらに寂しい思いさせてた分 , 今日な勉
強してなみんなに返せるよう に勉強するから , 辛抱し
と っ てよ って , よ う 言う と っ たみたいやわ。 う ん。 
(自然と涙が出てきて) 自分のこらえてるところ抑えて
ると こ ろ , でもこ れしたいとか子どものためにごめん
なって, 仕事したいとかいう風なそういう先生どこ と
なし言えないけれども , のびのびやないやん。 いつつ
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も く いつつもね> とか, あるやん。 < こ っちごめんね
> っていいながらね, これだけ仕事したんやとかね, 
それがずっ と積み重ねから , お母さん困つと う やろっ
ていう , 困つてる人に対する先生< あ~ っ , だからお
母さんに寄り添える> っていう部分ができていく んや。 

A さんは, 夫と実の両親の間に立ち , 気を遣い過ごし
ていた。 にもかかわらず, 仕事で我が子にかまえないこ
とに, 後ろめたい思いを抱えていたこ とが推察される。 
自分の心の葛藤を 「こらえて」 「抑えて」 と表現し , 「子
どものためにごめんな」 と , そのこ とが, 我が子の問題
行動につながっているのではないかと自分を責め, 我が
子への申し訳なさを感じながら過ごしていたのであろう。 

A さんはそんな心境を 「のびのびやないやん。 いつつも」

と語った。 このよう に A さんのなかで , 鋭い内省力に
よって理解を深め, 新たな視点から問題を捉えなおすと
いう変化が生じたのではなかろう か。 そして , その葛藤
は生徒の親も一緒ではないかと考え , 相手に寄り添う新
たな視点を生じ させたのであろう 。 A さんは , 保護者に

寄り添う気持ちの変化が生まれた状況を 「それがずっと

積み重ねから , お母さん困つとう やろ」 と語った。
ここから考えると , A さんは, それまでの養護教論と
しての視点に加え , 自身の親と しての視点をもつこ とで, 
親に寄り添う という新たな支援のあり方を獲得したので

はないか。

主体的に A さんが働きかけて , つな く、、役割

性格的に私も , こう皆と親し く ものが言える人間や
からね。 いつの間にか女性センターに一緒に行こう と

か (略) 先生あ一なんやで, こう なんやで, という
こ と をね, 常にいう てたね担任団に。 < こ ちらから常
に>保健室から く 投げかけ投げかけ>担任に, -(略) - 
< それは保健室にじっ といて待つてるんではな く , 職
員室で , 廊下で先生たちを捕まえて> そう , そう 、 < 
子どものこと をつなごう と > そう , つないだな。 あの
ね, 必要に迫られて, (略) 保健室でじっと してた

らあかんな。 働きかけなあかんな。 - ( 略) 一何とかし
よう よ。 一 (略)一どう にかしよう よが強かったね。 

A さんは, 保護者や同僚と一緒に相談センターなどへ
足を運んだ。 それは相手に寄り添う という自然な行動で

あった。 また積極的なコーディ ネート を A さんは, 「必
要に迫られて」 と言い , じっ と待っているのでなく 「つ
ないだ」 と語った。 A さんは, 職務上の役割に曖昧な部
分の多い養護教論と して, その曖味さのなかで , 自分で
創意工夫しながら適応する力をつけていった。

このよう に, 周り を大切に考え相手に積極的に働きか
け関係を繋いでい く A さんの姿勢は , 子ども を護り , 
子どもと教師をつなぐ役割を果たすものであったのだろ

う 。 そして, コーディネート機能を自ら実践している A 
さんは, 「 じっと してたらあかん」 「働きかけなあかん」
と自身の動き方を表現したのであろう。 
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同償のこ とで印象に残るよ うなエピソード (2) 人生における “養護教諭であるこ と ' の意味

卒業させなあかんっていう こ とが根底にすごく あっ

た一 (略)一何とかせなあかんというのが, 出てきたん
ちゃう かなつと思う な。 < なるほどね>- (略) 一私は, 
最初に学年主任と仲良く なるとう ま く い く ね。 < なん
か自分の立場を誇示しすぎず, 相手のいいと ころを引
き出すために一 じやあ担任を活かすためにどう したら

いいかを考えたと きに, たぶん先生は学年主任に, 動
きはったんかなって思う > そう なんよ。 担任と違う の
に養護教論から頭ごなしに言われたらええ思いせえへ

教えても らったり それから く 一緒に考えたりね> そ
う いう のがね, 養護教諭のl;fill間は財産l やなつて く そ
う ですね, それは代えがたいもの> 年いっても , 一般
教諭との付き合いより も深いやろね。 一緒に勤めな く

てもね, 1 , 2 いうたら10までわかるもんね。一 (略)- 
< 同じ気持ちにね, すぐにね, 寄り添えるというか>- 
( 略) だから先生養護教諭つて年が親子ほど離れた仲
間がいてもね, ええね。 一 (略)一もう養護教諭の研究
会なんか大好きやったね。 < 大好きですね> 何とも言
えん囲 やなこれは。 - んから , 学年主任に言う て , 先生がみたかのよう にい

う て働 きかけてみてっていう て一 (略) 一私一人では, 
所詮養護教論や, 先生から言うのが一番なんやってい

だからね, 学年主任がしたってく れと ったんや。 
< そういう意味では組織を大事に考えて先生が動かれ
たっていう感じ , そしてお互いを大事にするっていう
立場なのかな> 健康診断の時なんか特にね, あ一 して
こ一 してという んじやなしに, 学年に投げかける , 考
えてねっていう とスムースに機能するよう な方法考え

てねって , < なるほどね> ギブ & テイ クやな。 

養護教諭という立場から , 同僚との人間関係の持ち方
にも工夫が必要であった。 A さんは, 学年主任に働きか
けるこ とで , 生徒に対する 「卒業させなあかん」 「何と
かせなあかん」 という思いを担任に抱かせ, 担任を活か
した。

このよう に A さんは, 組織を大切に考え , 連携態勢
が機能する方法を模索し行動したのだろう。 A さんの語
りからは, まるで一人で全体を動かしているかのよう な
西是醐味が伝わってきた。

A さんは, 生徒のこ と を一緒に考え合える態勢を整え
てい く ために, 同僚との隙間を埋めるべく , A さんから
学年主任, そして担任へ働き掛けていった。 その行為に
は, あく までも相手を尊重し , 相手の発達を促すという
“養護性” (小嶋, 1989) を秘めた A さんの姿勢が読み
取れる。 「なんとかせなあかん」 という A さんの語り に
は, 周囲の環境調整をはかり , 一緒になって子どもを護
ろう という思いが込められているのであろう 。

このよう に A さんは, 常に保健室から担任や保護者
に働きかけ , つなぎ, 調整する役割を果たしていた。 そ
の A さ んのメ ンタルな面を支えたのは , 養護教諭の使

命感から く る “子どもを護る” という信念と , 関係性の
なかで自分を見つめ高めよう とする “省察力” , そして
“自己への信頼感” であると考えられる。 養護教論にとっ

て, どのよう に時代が変遷していこう と も , 相手の健全
な発達を促進するための共感性と技能 (小嶋, 1989) を
持つ “養護性” という重要な要素を育みつつアイデンテイ

テイが成熟してい く ものと , 筆者は A さんを通して考
えている。 

A さんにと って , 養護教論の仲間は, 積極的に自分の
職務内容を検討できる関係であり , さらに辛いことや愚
痴がいえるな ど, 共に悩める存在でもあった。 A さんに

と って, 同じ養護教諭の仲間の存在は, 年の違いはあっ
ても , 相手の気持ちをすぐに察するこ とができ , 自然に
寄り添える 「仲間」 であり , 大きな支えであった。 また
それは, A さんの人生における重要な出会いでもあった。 

だからこそ A さんは, 「財産」 という言葉で表現したの
だろう。

苦しい時の過ご しかた

おしやれするの好きやったから奇抜なおしやれしと っ

たな。 ガー デニングや一 (略)ーハガキ書く のも好きやっ
たからな (略) 苦し さをごまかすために季節を出し

よったな。 一 (略)一ずっと私一緒やわ。 今やからとい
う こ と ない。 しんどい時はやっぱし土触ったり とか, 
おしやれしたり とかね。 

辛い時には , ガー デニ ングやハガキを書 く こ と で , A 

さんは自分と向き合い, 時には気分転換に奇抜なおしや
れを楽しんでいた。 A さんは, 自分自身を安定させる試
みを色々工夫して過ごしていたのだろう。 振り返り語り

ながら A さんは 「ずっ と私一緒やわ」 と気づいた。 A 
さんのように, 自己省察を繰り返してきた養護教諭にとっ
ては, 悩みや苦しみを抱え , 人の辛さや痛みに共感して
い く ためにも , セルフケアが重要となるのであろう 。 

養護教論や故にね, だれっ とでもね, 腰低う にね, 
色んな役者を演じること (笑い) 心が大き く なったな。 

(略) これ養護教論ならこそよ , 担任してたらわか
らないこ と をね, 養護教諭はいつぱいね先生, 先生が
いう たよう に色んな人から教えてもらう 。 何言われて

も何されてもね, 養護教論は女という人権的なこ と も
あったな。 一 (略)一そして向こう で何言われても , 向
こ う が怒つてもかまへんって思ってしまう んや。 そん

な養護教論でないといかん。 不登校とか病める子にね, 
頑張り とか学校いかなあかんでという事と同じこ とで, 
だから私は現実をそのまま見てな , それでいいやん。 

A さ んは , 養護教論特有のアイ デンテイテイを , 自ら

のあり方を模索し悩み続けながら見出していつた。 「何

言われても何されても」 「だれっとでもね, 腰低う にね, 
色んな役者を演じる」 との語りからは, 寛容さ , 柔軟性, 
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現実検討力の強さを持ったアイデンテイ テイ様態が推測

できた。 その様態を A さんは, 「心が大き く なった」 と
表現している。 まさに目の前の状況に合わせて , 自ら多
角的な視点を持ち検討できる心の余裕と安定感が感じら

れる。 また, 「向こ う で何言われても , 向こ う が怒って
もかまへん」 との語りは, A さんが, 現実をそのまま受
け容れることのできる人間的な安定感と , 状況に応じて
対応できる柔軟性を併せ持つているこ とを示唆している。 

その状況を A さんは , 「現実をそのまま見てな , それで
いいやん」 と語った。 このこ とは A さん自身が, 養護
教論の経験を通して , 些細なこ とでは揺るがない強靭な
人格の持ち主となったこ との裏づけである。 

3) ライ フス トーリー ・ イ ンタ ビューを通して

色々と39年間のこと をね, 吐き出させてく れはって
嬉しかったです。 - (略) 一私のあんた39年間をね, 総
まとめにしてね, お話しできたいう のが, 先生のおか
げです。 < いえいえ , と っても大事な機会を与えてい
ただきま した> 凝縮してね, 39 日みたいに凝縮してね, 
お話しできました。 楽しかったなあ。 養護教諭ならこ

そや , こ れは。 

「私のあんた39年間をね, 総まとめにしてね, お話し

できた一 (略)-39 日みたいに凝縮してね」 と語る A さ
んは , ライ フス ト ーリ ー ・ イ ンタ ビューを通して , A さ

ん自身の経験の中身と , その後の人生との関連性を , 人
生を振り返り物語るこ とによって意味づけた。 そして, 
数々の経験をく ぐり抜け , 今自らの人生を振り返った時
に, 養護教諭なりの人生を送ってきた満足感から , 新し
い A さんを作り あげてい く 作業に , 意欲的に向かおう
と しているのであろう。 そしてそれらは, 同じ職をもち , 
後継者でもあるイ ンタ ビユアー との関係性のなかで共同

生成され紡ぎだされたのだろう 。 イ ンタ ビューを振り返

り ながら A さんは , 締め括り の語り で 「楽 しかったな

あ」 「養護教諭ならこそや, これは」 と表現している。 
このよう にイ ンタ ビュー自体が, 塚田 (2008) がいう よ
う に, 研究協力者にと って少なからずエ ンパワー メ ント
の場となり う るこ と を実感した。 そして , 人生において
養護教諭という経験が, それぞれの形で自己肯定感を育
み, 自らの人生に意味を与える機会になったのではない
かと考えられる。

しかし今回のイ ンタ ビューの瑕疵もある。 同職種であ

り後輩である筆者ゆえに, 研究協力者である A さんの
心遣いもあり う る。 筆者が期待しているモデル ・ ス ト ー

リーをあえて語ることもあるかもしれない (塚田, 2008)。 
そう考えると , ネガティ ブな語りが引き出せなかった可
能性もぬぐえない。 同職種でありよ く知つている協力者

との関係であるからこそ , 表現されなかったこ とがある
こと を忘れてはいけない。 

29 

4 . まとめと提案
今回退職養護教論 A さんのライ フス ト ーリ ー研究を
通して筆者は, 以下のこ とに気づかされた。 A さんは, 
人との関係性のなかで “養護性” を育みながら , 独自の
アイ デンテイテイ を成熟させていったのではないか。 こ

こでいう “養護性” とは, 小嶋 (1989) によれば, “相
手の健全な発達を促進するための共感性と技能” のこ と

である。 また, A さんは, 多様な葛藤に直面し , かつ多
重な役割を担いながら生きるこ とで , 人生の意味合いを
深く濃く しながら , 退職後の人生を生きる原動力と して
いるのであろう。 そして養護教論であり一人の人間でも

ある A さんを支えたのは, 家族 , 養護教論仲間 , 同僚
や生徒といった人との絆であった。

以上のよう に, 本稿で筆者は, 退職養護教諭個人の語
りから , 時代の変遷と と もに多様な役割を担い, 個と関
係性の発達のなかで成熟していく 養護教論のアイデンテイ

テイ様態を考察した。 養成課程の違いなど個々の背景が

異なるこ ともあり , 養護教論の経験や物事の捉え方は, 
人によって異なる。 したがって本事例のみで養護教諭の

アイデンテイテイ変容過程は一般化できない。 しかし , 
他の数名の研究協力者 (岸本, 2013) との共通性と して
見出されたこ と もある。 

F i gu rel 養護教諭のアイデンテイテイ様態

Figure1 に示すよう に養護教諭は, 相手 (子どもや周
囲の大人) にあわせて , かかわり を持ちながら , 相手の
成長を促す役割を担っていた。 養護教諭のアイ デンテイ

テイ様態には, 対象の状態に柔軟に寄り添う力と , 全体
を俯瞰しその時の状態に合わせ, 相手の成長を支援する
役割 (医療 ・ 看護, 教師 , カウンセラー, コーデイネー 
タ一) を使い分けてい く しなやかさ , さ らに, 周囲の環
境を調整しつないでいく力を併せ持つこ とが重要である

と示唆された。 対象に即して柔軟に自分の役割を見極め

こなしていく力が, “養護性” であると筆者は考えてい
る。

今後教育現場において養護教論のあり方を考えるとき , 
研究で見出されたこれらのこ とが, 児童生徒や彼らを支
える周囲の環境への様々な支援を考える際の一助となれ



30 学校教育学研究, 2014, 第26巻

ばと考えている。 今後さらに, 養護教諭のアイ デンテイ
テイについて見つめていく ためには, 当事者側の養護教
論像だけでなく , 子ども ・ 同僚 ・ 保護者 ・ 社会といった
多角的な視点を加えるこ とにより , 養護教諭像が明らか
になるのではないかと考えている。

最後に, 筆者は, 研究の目的を改めて考える段階から
すでに, 養護教論の歴史の重みと先達への畏敬の念を, 
心と身体全体で感じずにはいられなかった。 そして養護

教諭と して自らの生き方を見つめ直し , これからの人生
を考える貴重な機会が得られた。 桜井 (2005) が “ライ

フス ト ーリ ー ・ イ ンタ ビュー実践の真骨頂” と し , “イ
ンタ ビユイ と二重写しの人生を経験する” と述べる如

く , 筆者自らの生活史経験を振り返る機会となった。 筆
者は, 養護教諭であるこ とに誇り を持つこ とができ , 自
ら主体的な生き方を i国む勇気が湧き起こってきているこ
とに気づかされた。 

引用文献

小嶋秀夫 (1989) . 養護性の発達とその意味 小嶋秀夫
(編) 乳幼児の社会世界 有斐閣選書

岡本祐子 (2008) . 女性のサイ クルとここ ろの危機 こ
こ ろの科学 No.141 女性のここ ろと悩み 日本評論
社 18-24
岸本久美子 (2013) . 養護教諭のアイデンテイテイ変容
過程に関する研究 兵庫教育大学大学院学位論文

桜井 厚 ・ 小林多寿子編著 (2005) . ライ フストーリー ・
イ ンタ ビュー せりか書房.

竹下千尋 (2003) . 退職教員の現役引退期におけるアイ
デンテイテイに関する臨床心理学的研究 兵庫教育大

学大学院学位論文 ( 未公刊)
竹家一美 (2008) . ある不妊女性のライ フス ト ーリ ーと
その解釈一 「不妊」 という十字架を背負って一京都大

学大学院教育学研究科紀要, 54, 152-165.
田澤安弘 (2005) . 養護教論のアイデンテイテイと臨床
教育学 北海道教育大学紀要, 55, 233-247

塚田 守 (2008) . ライ フス ト ーリ ー ・ イ ンタ ビューの
可能性 椙山女学園大学研究論集 第39号 1-12
やまだよう こ (2000) . 12. 成人後期 : 世代を育み伝える

[小嶋秀夫 ・ やまだよう こ編著] 生涯発達心理学 東
京 : 放送大学教育振興会 156-170
山本和郎 (1999) . 学校保健と養護教論 教育と医学, 47,

700-705 

(2013. 8 .30受稿, 2013.11 . 18受理) 


